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書 ・・・乾  千恵

(型切り)… 森田亜起子

佐々木 萌

切り絵…キリガミス トちあき

戸田さちえ

,主 催

りお問合せ

上に埋めたかめの中で染め、川の水にさらして作りました。

益の空気を感じていただければ幸いです。

～生命育お裏で出会った仲間たちのalJった書や切
`l絵
を藍の型染め～

間 :平成 24年 可1月 15日 (木)

～ 11月 1・9日 (曰)

場 :道の駅 「香りの里たきのうえ」

展示 2階 ホール

即売 1階 物産販売所
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ビタ=Ω演奏金                 
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なおこBAND"と 唱いましょう♪ |.
|,

コと き 平成 24年 11月 18日 (日)

午後 5時 ～ 6時  各自でお食事

午後 6時 ～ 8時  なおこ BAND公 演

公演後にみんなで唱いましょう !

ホテル渓谷 フロックスホール

1, 500円 (当日払、ワンドリンクイ寸)

※コーヒー、紅茶、ジュース

菫話村うたの会 (仮称)

徳村

TEL0 1 58-294153

090-5957-2694              .
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「七
宝
焼
」
を

作
り
ま
せ
ん
か
？

七
宝
焼
は
手
作
り
で
楽
し
め
る
宝
石

の

一
種
で
す
。
自
分
の
好
み
の
宝
物
を

作

つ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

そ
の
日
の
う
ち
に
作
り
上
げ
て
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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日
　
時
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会
　
費

◆
材
　
料

◆
材
料
代

◆
そ
の
他

◆
連
絡
先

文
化
セ
ン
タ
ー

多
日
的
実
習
室
　
　
　
　
´

毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
，
４
時

月
額
１
，
５
０
０
円

（会

場
使
用
料
と
共
同
使
用
の

絵
の
具
代
等
）

ベ
ン
ダ
ン
ト
、
ブ

ロ
ー
チ
、

ブ
レ
ス
レ
ツ
ト
、
タ
イ
ピ

ン
そ
の
他
小
物
額
物
等
で

好
み
で
選
ん
で
下
さ
い
。　
ア

３
５
０
円
か
ら
２
，
５
〇
一

耐脚け暉ノ、で涌″【ＪＦ一

い
も
の
で
よ
い
）
が
必
要
一

で
す
。
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第18回

JALカ ップ

パークゴルフ選手権大会
を開催して

滝上町実行委員長

滝上町体青協会長 松井 和雄

第

１８

回
Ｊ
Ａ

Ｌ
カ
ツ
プ
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
選
手
権
大

会
の
滝
上
町
開
催

を
誘
致
し
た
き

っ

か
け
は
、
平
成

１９

年
９
月

（第

１３
回

大
会
）
に
紋
別
市

・
滝
上
町
合
同
開
催
し

た
時
に
、
北
海
道
の
選
手
の
み
な
ら
ず
、

本
州
勢
、
四
国
や
沖
縄
か
ら

『
小
さ
な
滝

上
町
』
に
大
会
参
加
の
た
め
た
く
さ
ん
の

方
に
お
越
し
頂
い
た
こ
と
で
し
た
。

そ
の
時
は
思
い
が
け
な
い
ほ
ど
の
経

済
効
果
が
生
ま
れ
、
大
会
運
営
も
関
係
者

一
丸
と
な
り
、
小
さ
な
町
に
大
き
な
成
果

が
残
ヴ
、
併
せ
て

「芝
ざ
く
ら
の
町
」
だ

け
で
な
ぐ
、
滝
上
町
を
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

通
じ
て
全
国
に
知

っ
て
い
た
だ
く

一
つ

の
き
っ
か
け
に
も
な
つ
た
と
思
い
ま
す
。

第

１３
回
大
会
か
げ
駄
年
。
平
成

２０
年

９
月
に
は

「渓
谷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
」
が
公
益
社
団
法
人
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会

（Ｎ
Ｐ
Ｇ
Ａ
）
か
ら
公
認
コ
ー
ス

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
一員
齢
化
が
進
む

町
に
と
つ
て
、
経
済
効
果
や
町
の
活
性
化

を
図
る
上
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
必
要
と
考
え
、
今
度

は
滝
上
町
独
自
で
「ウ
ッ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
」
「渓
谷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
」
の
二
つ
の
公
認
コ
ー
ス
で
、
再
度
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
カ
ツ
プ
を
開
催
し
、
日
本
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成

２３
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
雨
竜

町
。北
竜
町
大
会
の
開
会
式
で
「大
会
旗
」

を
伝
達
さ
れ
て
以
降
、
本
格
的
な
運
営

・

行
動
に
移
り
、　
１２
月
に
は
滝
上
町
実
行

委
員
会
を
発
足
し
て
、
数
回
に
わ
た
り
具

体
的
な
議
論
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
大
会
に
は
、
役
場
職
員
、
体
育
協
会
加

盟
団
体
、
町
民
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
会

ヘ

員
と
多
く
の
人
達
が
携
わ
り
ま
し
た

（ス

タ
ツ
フ
総
数

剛
名
）。
こ
の
様
な
大
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
変

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
任
務
分
担

で
も
、
第

１３
回
大
会
か
ら
見
れ
ば
何
倍

の
こ
と
を

（ス
タ
ツ
フ
も
倍
）
、
用
意

・

段
取
り
も
全
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
か
な
か

一
長

一
短
に
い

か
な
い
も
の
で
、
苦
労
し
た
部
分
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
か
時
間
は
待

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
実
行
委
員
の
努
力
と

協
会
員
の
協
力
で
何
と
か
大
会
に
向
け

た
舞
台
の
場
は
整
い
ま
し
た
。
滝
上
の
選

手
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
会
の
前
日
ま
で
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
８
日
の
第

‐８

回
Ｊ
Ａ
Ｌ
カ

ツ

プ
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ

選
手
権
大
会

の
開

会
式
を
無
事
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

い
よ
い
よ
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
約

６００
名

の
選
手
が

７２

ホ
‐
ル
の
頂
点
を

目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

滝
上
町
か
ら
も

Ｈ
名

（男
性
８
名
、

女
性
３
名
）
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
第

‐８

回
大
会
に
協
力

い
た
だ

い
た

ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
関

係
各
位
の
皆
さ
ん
、
２
町
間
朝
早
く
か
ら

夜
遅
く
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
日
間
の

大
会
も
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
、
事
故
も
な
く

終
了
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
下
げ
ま
す
。

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
後
、
『
Ｊ
Ａ
Ｌ
カ
ッ
プ
を
開
催
し
た

滝
上
町
』
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
再
び
お
越
し
い
た
だ
き
、
長
期
滞
在
し

て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
人
達
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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